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賃労働一般の理論

岸本英太郎

はじめに 本稿は，貧乏と経済学ー経済学のありかた J("経済論叢J，第104
巻第 2号，昭和44年8月〉の続編のひとつとして執筆したものであるが，編集上の

都合で独立の論立の形に改めた。

1 r賃労働の理論」の登場

資本の理論に対応する賃労働の理論が，いわゆる窮乏化法則と労資対抗発展

の法則であると理解した私は， 1955年前後から，これを労働市場諭や賃金論や

労働組合論などに理論的現実的に具体化することが労働経済論の課題であると

考えると同時に，労働市場や賃金や労働組合などを全視野に収めて， ζれらの

現実の変動の運動を理解するためには， 資本一般の理論に対応する賃労働一般

の理論を明確にし，これに基づいて，賃労働の特殊理論を構成する必要がある

ことを痛感した。

ところで労働問題研究者の眼が一般に社会政策論から労働経済論へ移行しは

じめていたまさにその転換期に，隅谷三喜男氏が， r賃労働の理論についてー労

働経済学の構想 J(，経済学論集」第23巻第 l号，昭和田年10月 後「労働経済論」昭

和40年， 日本評論社刊，所JIJ()を発表され売と kは，時官を得た誠に適切な問題

提起であった。労働市場も賃金も労働組合も労使関係ふ賃労働の理論，賃労
"テイカル .，ヨノ乏ー

働の政治経済論によってはじめて解明しうるからである。

賃労働の理論で労働経済論を構想しようと試みたこの論文の問題意識は鋭く，

正しかったが，賃労働の理論の理解において，私は隅谷氏と決定的に対立した。

それは，労働経済論についてばかりでなく.経済学の理解の仕方における根本
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的な対立と相違を示すものであったD。

隅谷氏は，戦後の社会政策論争が I社会政策の本質規定について展開され，

社会政策学の内容たる賃労働自体の問題が問題とされなかったJ"とL-，また

「賃労働の科学的研究はその後も政策学という枠を通して行われたのであり， 

そこに理論の行詰りが生ずるのも当然といわねばならない。賃労働の問題を政

策学から経済学の分野へ移し， <賃労働の理論〉を正面から追求することによ

って，始めて問題を正L<抱えうるのではないかと思う」めと主張さわした。ここ

に氏の問題意識があったロ

だが，すでにのべたように，私たちは，社会政策論争を通じて，社会政策を

資本蓄積論のなかにすえ，いわゆる窮之化法則とこれに墓因する労資対抗発展

の法則との関連において社会政策の本質論と形態論を導きだしたのであり，ま

さに賃労働の理論を経済学の分野にすえて正面から追求したのである。 ζの点

についての致命的な誤認にたっ隅谷氏の賃労働の理論が，賃労働の理論と不可

分にかかわる資本蓄積論ゃいわゆる窮乏化法則や労資対抗発展の法則の，賃労

働の理論としての整備と深化〔ないし批判的検討〕の方向を追求しなかったのは

誠に当然の帰結であったといってよい。ここから氏の特異な賃労働論が生れた。

隅谷氏は賃労働の特質をつぎのようにとらえる。

「労働力り再生産過程は，労働力D販売と，労働力の消費と版売によって獲得され

た賃金による生活物資の購入過程，すなわち， W~G-W からなっており，出発点と

帰着点とは何れも商品である。資本の運動が G-W-Gという形態をとり，交換価値

量を活動の動機とL目的とするのとは全〈具って，使用価値D獲得が[.，たがってま

た消費が商品流通の目的となっている。そこでは価値の視点ではなく使用価値の視点

が，再生産を規定するものとして現われる。ここに賃労働の範時としての基本t併寺質

が存するのであり，賃労働の理論はかかる賃労働白再生産が資本の運動に支配されつ

1) 隅谷氏自この論文には，賃労働の理論の一環として社会政策がとりあげられているが，隅幸子氏
の社会政策の理解については，、私の批判論文「社会政策における理論と実践J.，社会政策の政治
経済学j(何れも「労働経済と社会政策J昭和42年』 ミネルゲァ書房刊，所収)を参照さhたい固
2)， 3) 隅桂三事男「賃労働の理論についτ 封働経済学D構想ム「経済学論集」第2::J巷第1
号，昭和29年10月， 23ページ。
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つ行われる過程を分析することを課題とする。P
このかぎりでは，資本は剰余価値の生産とその増大のために労働力を買うの

であり，賃労働者は生活のためにその労働力を時間ぎめで売る， というだけの

ことにすぎない。問題は，貴分働ゐ吉生産b~会iゐ金量óf:: i:まさJしうるfrbtL
る過程の分析，その法則的認識である。隅谷民には，こり点が全くといっ亡し、

い程欠け，賃労働が資本・賃労働関係であることが見失なわれ，生活のために

労働力が売られることに I労働力の再生産は，資本の再生産からは 応独立

に， 民 資本の直援的な支配の外部において，一応労働者自身の意志によって

規定せられる生活の内部において遂行されるJ"点に，賃労働の範晴と Lての基

本的特質をみる。とれでは，賃労働は，貴族や領主に身分的強制I的に支配きれ

た奴隷や農奴などとは異って I自由な 1)労働者である， ということを説明し

だいるにすぎない。一定額の貨幣と自由な労働者の時間ぎめの労働能力の交換

によってはじめて貨幣は資本に，自由な労働者は賃労働に転化する。したがっ

て，賃労働を特質づけるものは，資本との関係であり，資本・賃労働関係であ

る。

この点の理解の不十分さは，隅谷氏が I資本論」の原理論で取扱ったもの

は，労働力であり，資本・労働力の統一原理であって，資本・賃労働の統一原

理ではなかったぺとされる点に由来しているように思われる。氏は，資本の運

動法則に支配されるものは労働力(価値視点〉であり， 労働者は， 資本の支配

からいちおう独立に行われる消費生活の論理(使用価値視点〕に従うとし，この

労働力と労働者が不可分に結びついているのが賃労働の特質であるとされなが

ら事実は賃労働の二冗論的把握に陥いったの Cある。氏は賃労働の分析

においては，経済学の原理論が取扱っている刻象より具体的な次J己を問題にし

ている」η として，それし自身としては正しい指摘をしながら，賃労働分析から，

4) 隅谷，前掲論文.29へえ
5) 同上.60へ ::.~ 0 

6) 隅在三喜男「労働経済論J.氏原正治郎編「日本の労働市場」所取，昭和42年， 316へーク。
7) 向上， 314へ :..~ 0 
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「資本論」の原理論が取扱ったとする「労働力」分析〔価値視点)を欠落させ，

「具体的次元での労働市場の構造と機能を分析することは，賃労働の理論の任

務fであり，また「組合運動についていえば，経済学の分析対象が原理論にお

ける労働力であるかぎり，売り手である労働者の団結の問題は，そこから解く

ことはできない それは賃労働分析の次元において，労働者を分析概念の

なかに包摂することによって，はじめて可能となる」めと主張し，原理論を事実

上放棄し，賃労働自体の具体的次元の周囲を駈けめく>9，そこから賃労働の理

論を直接に導びこうとした。

「第 1次大戦後アメリカを中心に発展したく労働経済学>J叫に主として依拠

して，その理論を構想しようとしたととのなかにも，このことがよ〈示されて

いる。ー評者が I隅谷氏にあっては，実証研究の中にみられる労働者生活の

実態の認識が無意識のうちに賃労働の一般理論の構成を規定したように思われ

る」叫と批判したのもゆえなしとしなし、。また私が，かつて I~賃労働の理論に

ついて』は，賃労働の基礎理論たる窮乏化法則にはふれることさえせず，労{動

問題の研究者なら誰でも知っている事実を，経済理論によってではなく，経済

学的用語をつかってくりひろげているにすぎない」唱と評した所以である。こ

のことは，隅谷氏の労働市場論，賃金論，労働過程論，賃労働の再生産論なと

の検討で更めて指摘したい。

隅谷氏のこうした特異な賃労働の理論は，すでに一言したごとし「資本論」

でとり扱ったものは，賃労働ではなく，労働力であり，労働力と労働者の「こ

の不可分に結合しているものを理論的に分離抽象して，労働力についてもっぱ

ら考察したのである」聞との理解に由来している。だが分離したのは「資本論」

ではな<，隅谷氏自身であった。かくて氏は，無意識白うちに，賃労働ではな

8) 隅谷，前掲「皆働経済論J314ベーν。 9) 同， 315へ ジ。
10) 隅谷「賃皆同の理論についてJ23へ-0/0 
11) 菊池光造， ，独特の「賃労働の再生産』理論J， 隅谷三喜男著『普働経済論H 季刊「労働
法」第59号，昭和41年3月， 194ベージ.
12) 拙晴「社会政策における理論と実践J，前掲拙著「苦働経済と社会政輩J105ベ-c.;o
13) 隅宰，前掲「労働経済論J311へシ.
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< ，労働力から分離した労働者をもっぱら分析するという方法をとることとな
ったのである。氏が分析の対象とした理論は，賃労働の特殊坦論であり，これ

は賃労働一般の理論に立脚してはじめて展開しうるもの亡ある。一般理論なき

特殊理論が，隅谷氏自賃労働の理論であった，といえよう o

マルクス自身は「乙の生産機式そのものの主要当事者たる資本家と賃労働者

とは，資本家および賃労働者と Lては，資本と賃労働との体化・人格化にすぎ

ないJCマルクス「資本論」青木文庫!民 @1238ベージ 以下「資木論J;::1用は青木文庫

本による，)とのべており， i資本論」におL、て分析したのは賃労働であった。も

ちろん資本論」では資本一般の理論の解明が主目的であり，賃労働一般の

理論の解明が，それ自身として十分なされているとはいえないかもしれない。

しかし後述するように，資本般の理論に対応した賃労働一般の理論は，諸資

本の競争〔現実的競争ではなし抽象的な競争一般=完全競争〉に従属する諾賃労働

の競争論(差当り同一労働市場での〉を導入することで r資本論」に依拠して構

成することは可能である。そのための理論的事実的素材は，すべて「資本論J

のなかに見出すことができるからである。

「賃労働の理論について」は，第 1節の「賃労働」につづいて，第2節で

「労働市場」をとり上げている。これは労働市場論の先駆的仕事であり，社会

政策論争では全ぐとり上げられなかったものである。大河内 男民の「労働問

題J(昭和25年，弘文堂刊〉で労働市場論の重要性が指摘され，陥谷論文を経て，

氏原正治郎氏の「労働市場論の反省JCi経済評論」昭和32年11月〕で， 労働市場

の大すじが経済学的に指摘された。これらの労働市場論の先駆的業績は，その

後，多くの研究者によって発展させられ，今日にいたフているが叫， 隅谷論文

は，賃労働の理論の重要な一環として労働市場論をとり上げており，問題意識

の鋭さを示すものであった。

とはいえ，誤った賃労働の理解は，当然また，誤った労働市場論を生みだす。

!4) 差当り，竹中恵美子「現代労働市場の理論」昭和44年，日本評論社刊，参照.
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隅谷氏は，労働市場は労働力商品の取引関係としての商品市場範騰と，労働者

の雇用関係としての特殊な範鴎との相対立する関係を内に含んだ統一体として

存在する，とし，ここから労働市場白もろもろの特殊性とその展開がなされ

る回， とのベ I労働市場の三重構造は，労働力商品の需要者としてり資本の

運動法則と，これに対する労働力商品の供給者としての労働者の特殊な対応の

仕方として，換言すれば，需要における資本制経済の一般法則の貫徹と，供給

における特殊な性格との対II"として現れiS:う商品の「一般法則の貫徹が労働力

商品の特殊性によって，どのように変容されるかという点こそが問題なのであ

るJ17) と主張される。 これは，労働市場の特殊理論ιいってよい。資本の運動

法則に対する労働者の対応の仕方は種々様々であれこれは賃労働一般の理論

(1崎谷氏流にし、えば労働力の理論〕をふまえてはじめて具体的に明らかにすること

ができるからである。賃労働論ないし労働経済論の課題が，賃労働の特殊理論

をふまえて，現実の労働市場や賃金や労働組合や労使関係を明らかにするにあ

ることは論を侯たない。

それでは，隅谷氏のいう，資本主義社会で商品市場を支配する市場の一般法

則を変容す畠労働力商品の特殊性とは一体何か。氏はつぎの三点をあげる'"。

第 1に，労働力という商品は，商品として生産されるものではなし労働者の生活

過程において生産されるものであるから，需要の増減に応じて容易に供給を増減せし

めることはできない。しかも資本主義社会日おい Cは，労働力の供給は常に需要を超

過する傾向があるから，この需給関係はアンパラ γスであるu

第2に，労働力が労働者と不可分であることによって ー労働者の移動は著L.<制

限され，労働力目需要の変動に応じて地域的・職業的に供給を調制することが極めて

困難である。

第 3に，労働力供給の諸条作から，供給者は市場において不利な状態にあり，労働

力の価格，すなわち賃金は下落する傾向がある。(傍点は岸本λ

これが隅谷氏の労働市場の理論であり，これをもって氏はいきなり現実の労

15)， 16)， 17) 隅谷「賃労働の理論につい亡J44ページ.
18) 向上， 44-45ペーシ。
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働市場を分析される。引用文中の傍点個所の理論的究明は全然ない。資本の運

動法則が賃労働に与える影響の理論的分析が隅谷理論に欠除していると批判さ

れる所以である。それは，賃労働の理論としては致命的な欠陥である。そして，

社会政策論争のなかで明らかにされた白が，まさに傍点個所の理論としての産

業予備軍の理論であり，窮乏化法則であった。

労働力と労働者の不可分離性を強調しながら，事実上，両者をいったん分離

して再結合する隅谷氏の賃労働論は，賃金の理論でも致命的欠陥を露呈する。

すなわち， r資本の賃金論」としての労働の限界生産力論と「労働力の賃金論」

としての労働力の再生産論D二元論的賃金論の主張である。一一

賃金理論ほ大別して，労働力の供給=再生産。条件をもって基底とせるものと，労

働力の需要=限界生産力をもって基底とするものとに二大別せられる。前者は労働力

の賃金論であり，後者は資本り賃金理論であるo ところで資本骨収上会において支配す

るものは資本の論理 Eあっ亡，労働力の論理ではない。労働力は資本との関連におい

てのみ自己を再生産しうるのであるn そ回限りで限界理論はそ白妥当性を主張しうる

白である。しかしながら労働力の再生産過程は，完全に資本の支配下にあるのではな

L 、。それは労働者。個人的生活として，労働者の一応由自主性が維持されているので

ある。 この消費生活は労働力の再生産の過程であるととも I~，労働者の歴史酌に

規定世られた私生活でもあるu 労働力の再生産の総過程が，かかる歴史的生活によっ

て媒介され，資本がかかる労働力を需要するかぎり，資本はこの総過程を添意的に支

配することはできない。かくて直接的な資本の再生産過程の外側から，資本の再生産

過程に媒介されながら，労働力は自己の再生産り貫徹を主張する白 Eある助。

隅谷氏にあっては賃金を規制する法則などというものはなく，資本の賃金理

論=限界理論と労働力の賃金理論の二つがあって，それが相互に対立している

というにすぎf，しかも資本の論理が資本制社会で支配するゆえに，資本の賃

金理論はその妥当性を主張しうるとし，これにたいし r自由な賃労働は自由

なるがゆえに無力な存在として資本の前にすも，資本に雇用されp 労働してい

るのであって，これがため，労働力の再生産，すなわち労働者ゐ生出丘一般向

に窮乏化せぎるをえない。それゆえ，労働者は自己の生活の確立を図るため，

19) 同上， 55ベ-9
0
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またそれによって，労働力の健全な再生産を確保するための方策を求めざるを

えない。それは労働者の団結， すなわち労働組合に外ならない」叫(傍点岸本)

とのべられる〈傍点部分の理論は， 円高谷理論には完全にない。社会政策論争はこれを

窮乏化法則として理解1..-.これとの関連に;eいて労働組合の基本理論を明らかにした〕。

しかし労働り限界生産力説の妥当性を主張する以上 r労働力の賃金理論」

と労働組合の存在の妥当性を主張する乙とは困難である。二元論的賃金論に立

つからこそ，こんなことになるのである。また，賃労働論のなかに労働の限界

生産力説をもちこむことは，近代経済学者ーの問でも強い反対が少〈ないm現在，

誠に無暴な発言といわざるをえない。まして，隅谷氏が，いわゆる「資本・労

働力の統一理論色Lての「資本論jJに立脚して，賃労働の再生産が. r資本の

運動法則に支配されつつ行われる過程の分析 1を賃労働の理論の課題だ， とさ

れる以上，賃金の限界生産力説は到底承認しえない警である。賃労働の理論に，

労働の限界生産力説をもちこんだのでは，資本と賃労働の聞の関係を根本的に

規定する価値・剰余価値の法則の否定となり，資本の論理に対抗して労働者の

生活を守り，発展させてゆく労働組合論の構成は到底不可能である。

隅谷氏の賃労働論は，労働過程論が異常に弱い。無いに等しいといえる。資

本制的蓄積の法則的理解が欠けているからである。それは労働の単純化の簡単

な指摘や労働諸条件の常識的な記述にとどまっている。しかも r賃労働の理

論について」以後，、労働市場論や賃金論や労働組合論は急速に発展したが，隅

谷氏は，その後の論文 l労働経済論J(前掲〕においても，著書「労働経済論j

t昭和43年，筑摩書房刊〕においてもこれらの理論的研究成果は全くとり入れず，

批判もうけいれず，ただ同じ趣旨をくりかえし，拡大したのみであった。その

理論的破綻は蔽うべくもないc

以下，マノレグスに即して，賃労働一般の理論について考えてみたい。

20) 隅容「賃労働の理論についてJ64ベ え
21) 岸本英太郎編「昔働経済論入門」中田補論1毒照.
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II 貰労働一般の理論について

価値法則，資本の蓄積法則および平均利潤の法則が，資本の完全競争を前提

した資本主義社会の基本的法則であることは周知のとおりである。これらの三

基本法則として貫徹する資本の運動法則に規定される賃労働の法則を，資本の

三基本法則との対応において示せば，つぎのごとくなる。これを，賃労働の三

基本法則(労働力の価値法則，産業予備軍生産の法則，賃金法則〕 と称してよかろ

フ。 一一ー一

価値法則一一剰余価値法則・資本の蓄積法則一一一平均利潤の法則

(市場価値と生産価格)

労働力の価値法則一一産業予備軍生産の法則一一賃金法則

(職j重別熟練度別標準賃企《労働り市場価値と市場価格》と熟練度別標準賃金〕

価値法則は，資本制社会における三大階級〈資本家・地主・賃労d者〉の相互関
係を根本的に規定L，労働力搾取と産業予備軍生産の法則(相対的過剰人口創出

の法則〕は，資本蓄積に伴う労働力商品のあり方とその需給関係を直接に規定

し，平均利潤の法則は，資本がより高い利潤率を求めて.各産業・業種聞を務

動する種々の投下部面への労働力の配分を規制lする，と同時に，それを経って

資本の搾取慾(結局，平均利潤率り形成による平均利潤の取得に終る〕に絶対的に適

合する標準賃金を成立させる。商品価値の生産価格〔費用価格十平均利潤〕への

転形に従属的に適合する労働力の価値または価格の労働の価格=標準賃金への

転形である。一一「一方の極には労働力の価格が労賃という転化形態で現象す

るから，反対極には剰余価値が利潤という転化形態で現象するJ(r資本論」③

86ベージ〕。

ここにおいては，簡単な社会的な平均労働」ではなし相異る諸商品の諾

使用価値物を生産する「同じような多様な門・科・属・種・亜種・変種を異に

する有用的諸労働J(，資本論」① 124ベ-:P)， 社会的分業をなす質的に異る具

体的有用諸労働が分析の対象となる。とはいえ複雑労働は簡単な社会的平均労
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(動へ還元されるから，有用的労働=具体的労働は異っていても複雑度(熟練度〉

の同じ労働は，同じ価値をもち，完全競争のもとでは，そこに同じ標準賃金が

成立することになる。したがって差当り，同 労働市場では，職種別・熟練度

別。標準賃金が成立し，さらに，労働市場を異じした有用労働の違い，職種の

違いをこえて，諸熟練労働の熟練度別標準賃金が成立する。

労働力の価値から出発し，労働過程を経て，具体的な有用的労働四価格とし

ての標準賃金，さらに進んで有用的労働D違いをこえた熟練度別標準賃金が成

すする主での過程を追求・分析することで，賃労働一般の理論が明らかになる

といってよい。私は，これを窮乏化法則正労資対抗発展の法則として要約した。

窮乏化そのもの，さらにこれに基因する労資対抗とその発展そのものの分析は，

賃労働の特殊理論に属することであり，賃労働の一般理論の課題ではない。こ

の賃労働の特殊理論を一般的に規定する理論を明らかにするのが，賃労働 般

の理論であ者。

以下，私のいわゆる賃労働の三基本法則について，簡単にのべてみたい。

(1) 労働力の価値

周知のように，マルクスは単純商品流通の次元(貨幣と労働カ商品の等価交換〕

で労働力の価値を規定した。資本関係を捨象した労働力商品の価値規定である。

「資本は，生産二および生活手段の所有者が自分の労働力の販売者としての自

由労働者を市場で見いだす場合にのみ成立するJ(1資本論」① 319ベーチ〕ので

あり，しかも貨幣と自由労働者の労働力が交換されてはじめて，貨幣が資本に

転化する以ι これは，論理的にも歴史的にも当然であるといってよい。 Lか
L，ひとたび資本関係が成立した以上，賃労働は資本関係に組みこまれたもり

として，その印Ii値は規定されねばならなL、。その賃労働分析は，賃労働が資本

に形式的にも実質的にも包摂された自由競争段階の機械制工業時代およびそれ

以後のそれである。

しかし，マルクスは r資本家は労働力の現実的価値一←「資本論』第1部

で支払うものと仮定した を支払うことは殆んどしないJ(1資本論」⑦ 670
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ベ ジ〉としながらも i需要と供給とが一致すれば， その作用はやむのであ

って， 賃金は労働力の価値に等しし、J(i資本論」⑬ 506ベーゾ〕とのべている

から，単純流通過程での商品労働力の価値は，資本の流通過程での労働力の需

給一致の場合，労資対等の原則が成立するものとし，その労働力の価値とほぼ

等しくなると考え Cよかろう。

簡単な，社会的な，平均労働力開の価値は他の商品の価値と問機，その労働

力士生産し，再生産するに必要な社会的必要労働時聞の分量であり，人間の筋

肉・神経・脳髄の或一定分量D支出としての労働を行う労働者が，これらの支

出を補損して，その正常的生活を維持するに必要な諸生活手段の価値に帰着す

る。そわは，成年男子労働者とその標準的家族の正常的な生活を維持するに必

要な生活手段の価値である。労働者およびその補充員たる労働者の子供たちは，

労働者家族の消費生活を通して再生産されるからである。

ところで，労働力の価値は，歴史的およひ精神的な要素を含んでいる。一「い

わゆる必然的欲望の範囲は，その充足の仕方と同じように，それ自身一つの歴

史的産物であり，したがってまた大部分は一国の文化段階に依存するのであふ

なかんつく本質的には，如何なる条件のもとで したがって如何なる慣習や

生活要求をもってー←自由労働者階級が形成されたかということに依存する」

(i資本論」① 32口-1ベージ〉からである。 しかし， これは，各国の歴史的現実

のなかの賃労働の現実的な価値規定の場合には必要であるが，抽象的な平均労

働力の価値規定としては他の商品の場合とは反対に，一つの歴史的精神的

な要素を含んでいる」こと，そし亡「一定の国にとっては，一定の時代には，

必要生活手段の平均範囲が与えられているJ(i資本諭」② 321べ--?)ことが確

認されておればよい。

22) 複雑労働は，平均苦働にくらべて，より高い育成費がかかり，より高い価値をもっ労働力であ
る。 iどの価値形成過程においても，高度苦闘〈檀雑労働白こと)はつねに社会的平均労働に還
元されねばなら向。かくして，資本にとって使用される費働者は簡単な社会的な平均曹働を行う
ものと仮定することによって，余計な操作が省かれ，分析が簡単化されるのである」 σ資本論|
① 360ベ ジ〉。とはいえ，同労働市場にお付る個別的価値の異る賃労働の競争般において
は，この平均労働の概念はとり外されねばならない.
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とはいえ，労働力の価値には，つぎの要素が含まれていることは明示してお

く必要がある。それは，平均的頻度の疾病・災害・失業の期間および平均的な

老齢退職年令後の平均余命期間の生活に必要な諸生活手段の価値である。資本

にとってこれは空費に属するであろうが，労働者にとっては不可欠である。労

働者が労働力を売るのは生活のためであり，これなくしては労働者の正常的生

活は維持できないからである。マルクスは，これを「平均労働者が合理的な労

働度のもとで生きうる(lebenkann)平均期間を30年とすれば，労働)Jの日価値

1 
はその総価値り蕊5X3百付わIj 10頁百であるJ(傍点岸和とのべて，そ

り日価値に等しい賃金が支払われない場合， それは「商品交換の法則に反す

るJcr資本論」① 410べ 子〕こと，労働力の価値を「盗むJ(stiehist)，すなわ
ち労働力の価値以下の賃金が支払われることを明らかにしている。

これを否定して，つぎのごとく主張される徳永重良氏の理解は，支持しえな

い。私の見解を誤断していることはいうまでもない。

rc岩本〕教授は，労働力の価値規定自内容は，災害，疾病，老齢，さらに失業など
のきいの労働不能ないし中断の場合。最低生活費をも含めている。これはまたなんと

慈善深い資本家を想定したことだろう! こうした労働者にふりかかるさまざまな災

難の場合，彼は，原則として賃金をうけとる ζ とが tきないために，巳二の間，生活水

準の切り下げを余儀なくされ，時には廃疾，死亡，被数値民への転落などさまざまの

かたちで，労働者としての地位から引退することを強制させられるのである。そうだ

とすれば，労働不能ないし中断。きいの生存費をあらかじめ労働力申価値想定に含め

るのは，不適当ではなかろうか。かかる場合り生存費は，原理的にではなしむしろ

歴史的なものとして処理した方が適切であろうJr岸本説では，このように労働運動
に媒介されつつ特定の時期以降，歴史的に形成きれτきたものが，アプリオリに本質

次元へ混入され，労働力の価値なる範障は，いわば当為の概念として措定されている

のである。そり結果労働力白市場価格たる賃金は，つねに価値以下に低下することに

ならぎるをえないJ(徳永重良「マルクス経済学と社会政策論J，r日本労働協会雑誌」
昭和45年2月， 18ベジ〕。

つぎのレーニ Yの記述は，賃金と労働力の価値との関達を示していて興味深

L 、ロ
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賃金労働者が生みだす富のうち，彼らが賃金として受取る部分は，ほんのわずかで

あるから，彼らのもっとも切実な生活欲求を満すにはとうていたりない。こうしてプ

ロレタリア トは，傷害，疾病，老齢，廃疾の結果，労働能力を失う場合，また資本

主義的生産様式と不可分に結ひPついている失業の場合に備えて，自分の賃金白なかか

ら貯蓄するあらゆる可能性を奪われている(レーニγ 「ロシア社会民主主勢6回全国大会J.

レ ニソ全集(大月書!町医).第17巻，胡8-9ペクL

これは，賃金では労働力の正常的再生産に必要な生活手段の獲得，いなもっ

とも切実な生活欲求すら満しえないこと，賃金が労働力の価値以下に引き下げ

られていることを如実に示すものである。とうじた「事故」による賃金の喪失

ないし減少=労働者の正常的生活の破壊を緩和するものと Lて，職能別労働組

合は共済活動を行ってきたが，独占段階に入って熟練工の地位が低下し，共済

活動が困難となるにいたって，これに代位するものとして成立したのが，失業

保険や疾病・災害保険や老齢年金などの社会政策であった。これらの社会政策

は， 徳永民の好んで口にする労働運動に媒介されつつ， 歴史的に， 資本主義

の独占段階において成立したが，これは，資本によって横奪された労働力の価

値の一部が「自分の労働力の価値を強要する力 (denwert ihrer Arbeitskraft zu 

ertsot田n)J(，資本論J 0 359ベ 日λ つまり労働運動によって，砂あるいは，こ

れを抑制せんとして成立した国家の譲歩である社会政策によって，獲得(奪回〉

されたものであることを示している。

倒産業予備軍生産の法則

流通過程で労働力を購入した資本は，生産過程=労働過程で，労働力の使用

価値の現実的発現によって，労働力の価値をこえる剰余価値を含む商品を生産

する。この剰余価値の生産が資本制生産の直接的ー現実的動機であり，この過

程こそは，素朴な形であれ，洗練された形であれ，労働者の労働生活をねじま

げ，非人間化し〈労働の疎外).さらに労働者の消費生活を悪化きせる要因を含

むから，生産=労働過程の分析は，賃労働一般の理論にとって決定的な意床を

もっ。とはいえ，本稿では，必要なかぎり最少限ふれるにとどめる。
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労働日は，労働者の労働力の価値を生産する時間〔必要労働崎間〕と剰余価値

を生産する時間(剰余労働時間〕との合計に外ならない。労働力の価値の等価を

生産するに必要な労働時聞をこえての労働日の延長と資本によるこの剰余労働

白取得が絶対的剰余価値の生産であり，必安労働時間の短縮による剰余労働時

聞の増大と資本による ζの剰余労働の取得が相対的剰余伽値の生産である。前

者は資本主義制度の一般的基礎をなし，また相対的剰余価値の生産自出発点を

なすが，相対的剰余価値の生産のための方法は同時に絶対的剰余価値の生産で

ある。機械は労働手段としては，必要労働時闘を短縮するばかりでな<，その

運動が労働者に対して自立化L，労働円延長の強力な手段となるからである。

A 労働力搾取と労資対抗の必然性

労働日は固定的な大いさではなく，流動的な大いきであり，その肉体的およ

び歴史的精神的な諸限度の内部でうごき，その変動の余地は大きい。この限度

は労働力の価値規定における生理的要素と歴史的・精神的要素に対応する。剰

余労働=剰余価値の生産とその増大を自己目的とする資本は，労働日の歴史的

精神的限度を踏みこえるばかりか，肉体的限度をもふみこえて労働目を延長す

る。資本家は，それを労働者階級の抵抗と社会的強告がないかぎり，労働者の

健康や寿命を軒題としない。

資本家が労働日をできるだけ延長し，可能ならば1労働日を2労働日たらしめよう

とする場合には，彼は，購買者とLての自分の権利を主張するのである。他方におい

て，販売される商品の独白的本性ほ，購買者によるそれの限度を告むのであって，労

働者が労働日を一定の標準的大いきに制限しようとする場合には，彼は販売者として

の権利を主張するのである。つまりこの場合にほ，同等な権利と権利との聞では暴力

が裁決する。か〈て，資本制生産の歴史においてはz 労働日の標準化は，労働日の諸

限度をめぞる闘争 総資本家すなわち資本家階級と総労働者すなわち沼働者階扱と

の問の つの闘争一ーとして現われる(，資本論」① 411ベージ〕。

とのととは労働強化についても賃金引下げについても同様にいえることであ

るの経済学に労資対抗要因をいれて考えることを勢力説正して批判し，労資対

抗をもっぱら歴史的・現実的次元においてのみ理解する伝統が，労働経済学者
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の問に根深いだけに，このことは強調しておく必要がある。労資対抗が歴史的

にも現実的にも展開されているならば，この現実の下向分析によって，抽象的

本質的次元でこれが理論的に明らかにされることが必要であろう。歴史学派的

思考方法や原理論から分離した段階論的およひ現状分析的方法からは，労働問

題D理論的把握は到底不可能である。

B 機械体系の発展と労働状態の悪化

機械を労働手段とする剰余価値の生産と資本の蓄積過程は，資4-の中位の価

値増殖欲にとって過剰な産業予備軍を生産し，賃労働者状態を悪化させるが，

tのととは，機械体系が筋力を不要なら Lめたととと相倹って，多数の児童お

よび婦人を不熟練労働市場へ登場;'<せ，成年男子労働力の価値を資木のために

労働する家族成員に分割し，これを低下させる。

その程度は，児童や婦人の賃労働者化の度合によるが，そしてこれは産業や

業種や職種によって大きい相違があるが，児童はその量的制限により，婦人は，

多くの家事の社会化が行われがたい資本主義社会では，その賃労働者化には一

定の制限があり，普通，同一労働市場内で支配的な存在にはなりえない。した

がって，労働力の価値は，成年男子労働者およびその家族が必要とする生活手

段の価値によって規定され， 児童や婦人の労働力の個別価値が， 社会的価値

〈価値〕となることはない。

機械は，同種の，同時に協力する諸作業機の単純協業から r種類を異にす

るが相瓦に補足しあう諸道具機によって遂行される相異る段階的諸過程の相連

関する一系列を労働対象が通過するJcr資本論」③ 621ベ ジ〕機械体系へ，さ
らにこれと自動的原動機との結合によって r作業機が原料の加工に必要なす

べての運動を人間の助力なしに行い，そしてもはや人聞の後援を要するにすぎ

ないJ.cr資本論J ③ 624-~- ~)自動的な機械体系へ発展する。この典型を-，

ルクスは，産業革命の中核をなL.，マニュファクチ L ア経営を庄倒した19世紀

中葉の紡績業における向動ミューノレのなかにみ，そこでの労働の木質的区分は，

現実に道具機に就かされている労働者とこの機械労働者の単なる手伝いであり
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それが主要部類をなし，全機械の統御や修繕に従事している数的にはとるに足

らない技師，機械工，指物師などは工場労働者の範囲外に属し，工場労働者に

附属させられているにすぎないcr資本論」③ 681ベージ)， とのべ，ターナーも

綿工業に「本当の意味での熟練労働はほんの僅かで，大部分の作業は単なる機

械のつき添いにすぎない」幻〉とのべている。

機械をつくる機械の生産においても同様であるが，それは加工工程を分解l，

各工程を効果的に行う専用機械を発達させて，互換性生産方法による大量生産

を確立し，労働を単純化し，熟練丁を半熟練士や不熟練工によって代替し，省

力化をおしすすめた。 1185口年までに大量生産は十分確立した」叫のであり，

大量の需要の存在するところで，火器においては19世紀勿々に， 1850年代は時

計， ミシγに，少しおくわして農業機械に， 80年代にタイプライターに， 90年代

に自転車に 20世紀に入って自動車に適用された(組立てラインによる自動車り

大量生産)。自動車産業はまた工作機械の発達をうながし，多数の工作機械を生

みだした。

工作機械の発達についてみれl:f，へY リ・モーズリが1797年 ι1800年の旋盤

改良によって，旋盤の精度の高い近代的工作機械としての基礎を確立して以来，

1818年までにフライス盤が， 1840年代にはターレット旋盤が， 1961-62年に万

能フライス盤が， 1964年にはシリ Yダー研削盤が， 18干0年代に自動ねじ切り盤

が， 1880年代にホブ盤が， 1895年に多軸盤が，第1次大戦中に自動旋盤が，大

戦直後に多軸自動盤が実用化され，多くの熟練工を半熟練士，不熟練工によっ

て代巷した。

大量生産で指導的地位を占めたのはアメリヵであったu イギリスは1808年操

業を開始したイギリス海軍用のデリーブロググ〈滑車箱〉生産エ場で，へンリ・

ニモーズりが製作した機械設備(各工程に対しそれぞれ専門の機械群をもった設備で機

23) Turner， H. A.， Tra改 Um-OtlGγoτ:vth， Structure and Policy， A Comparative Stud:シ
of the Cotton Unions， 1962， p. 110 
24) Lilly， S.， Men， Machu官 sand H{storッ.1日65伊藤・小林鎮国共訳「人類と機械の歴史」
(増補版〕岩波書庖刊.189ベージ。
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械は44角〕で「以前に110人の熟練職人を必要とした仕事を10人の非熟練工でや

る」蜘互換性生産方法に先鞭をつけながら，以後これを追求せず，1914年に

なっても，まだフライス盤中研削盤にりっぱに適した工作を，時間がかかり，

骨の折れる手作業のやすりかけでやっていた工場がみられた」聞が，大戦に入

つてはじめて「多数の自動機械，とくにフライス盤と研削盤が小さな町工場の

なかに進入し，工場設備の欠くことのできない要素とみなされるようになっ

たJm のである。大戦中，かつての男子の熟練職場に多数の婦人労働者が登場

しえたのは(dilution)，かかる自動機械による労働の単純化のためであった。ま

さに「機械としては，労働手段は，自然諸力による人間力の置換え及び自然科

学の意識的応用による経験的熟練の置換えJ(，資本論」③ 630ベージ〕をおしす

すめるのである。

資本制生産の同的は剰余価値の増大であるから，機械は労働が節約されるか

ら導入されるのではなし機依田価値が，機械によって置換えられる総労働力

の価値より小さい場合にのみ導入される。どのように大きな労働節約))をもっ

機械といえども，その価値が，それによって置換えられる総労働力の価値より

大きい場合には，その機械は導入されない。かくて，機械は，資本にとって栢

対的剰余価値生産の最も強力な武器であると同時に，その運動が労働者から自

立化しているがゆえに，絶対的剰余価値生産の強力な武器でもある。

機械経営の労働者に及ぼした直接的影響は，婦人および児童労働の充用であ

り，労働日の延長と労働強化であった。 資本は， 機械の道徳的磨滅(新機減白

出現による物理的耐用年数以前り廃棄〉の損失を避けるため，機械の昼夜連続運転

を行い，婦人や児童の深夜労働を一般化し，労働者の健康と安全に必要な設備

を設けず(不変資本充用上の節約)，婦人や児童のおそるべき肉体的・精神的荒廃

をもたらした。これを実証した多くのイギリスの公文書にはこと欠かないし，

わが届の「綿綿紡績職工事情J， '生総職工事情J. r織物職工事情J(明治36竿

農商務省刊〕も，その惨状を記して余すところがない。

25) 同上>185ぺ-:?， 26) 向上.193ベータ.27) 向上.193へ シによる。
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労働の強度化は，機械の持台数の増加や工数削減や機械の運転速度の増大や

きがしい監督による労働の濃密化によって行われるが，労働日の無際限な延長

が，労働者階級の反抗による工場法の成立で制限され，労働日が標準化される

や，労働の強度化の諸手段は，組織的に発展させられるにいたる。

同時に，資本は機械の改良と新生産方法の採用によって，商品を低廉ならし

め，労働力を低廉ならしめて，剰余価値の増大を積極的に企図し，併せて賃金

の労働力の価値以下への引下げによる商品の低廉化を強行する。資本間の競争

がこれを資本に強制する。これは経済循環の週期的変遷の内部で行われ，労働

者の就業と生活状態を不確実かつ不安定ならしめる。

「工場制度の怠大で飛躍的な拡張可能性とその世界町場への依存性とは必停泊甘に熱

病的な生産とそれにつづ〈市場の充溢を生みだすのであるが，市場が収縮するととも

に麻薄状態が生ず品。産業の生活は，中位の活気・繁栄・過剰生産・恐慌・停滞の諸

時代の序列に転化する。労働者の就業したがってまた生活状態が機棟経営のもとで蒐

れない不確実と不安定は，産業循環のこの週期的変遷とともにE常的なものとなる。

繁栄時代を除けば，資本家たちの聞では市場の伺人的分前をめぐる猛烈きわまる闘争

が行われる。この分前は，生産物り低廉さに正比例する。そのために生ずるところの，

改良された，労働力に代位する機械と新生産方法との採用に関する競争のほかに労

賃を労働力の価値以下に暴力的に引下げることによって商品を廉くしようとする努カ

の行われる時期がその度ごとに生ずる(["資本論J ③ 728ベージ〕。

機械を労働手段とする剰余価値の生産=労働力搾取は，労働そのものの内容

をねじまげ，非人開化する。一一「資本主義制度の内部では，労働の社会的生

産力を発展させるすべての方法は個々の労働者を犠牲と Lて行われるのであり，

生産を発展させるすべての手段は生産者の支配および搾取手段に転変し，労働

者を部分人間に不具化きせ，彼を機械の附属物に格下げL，彼の労働の苦痛を

もって労働の内容を破壊し，自立的力能としての科学が労働過程に合体される

につれて，労働過程の精神的力能を彼から疎外するのであり，それの方法・手

段は，彼の5初動藷条砕をら己主主Ib，労働過程中では極ら士偏狭嘩棄争ぷ告専剥
支~êlé:lËtを g~をじら，彼の生活時間を労働時間に転化させ，彼の妻子を資本の
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ジャガノートの車輸のもとに投入れるのであるJCi資本論」④ 997-8ベ-:'/，傍

点岸本)。

これは，現代では洗練せられた形態で，しかも多くの場合，より激化した形

態で実在する。かかる形での労働者の状態は，賃金が高かろうと低かろうと，

悪化する。いな，高い賃金が，かえって，労働の密度を組織的に濃密化し，神

経系統を極度に疲労させ，労働の単調イじをおしすすめ，彼をして文字通り機械

の附属物に格下げL，精神的力能を彼から疎外Fる。テーラー土義やソォ ド

主義のもとで深刻化した労働の疎外は，高賃金と結びついていたが，その限界

は， メイヨーの指導したホーソ γ実験聞の結果にかんがみて， 人間関係管理

CHR)を生みだし， 1943年の IBMの実験にはじまる]職務拡大運動(jobenlarge 

me立のを発展させ，また現代日本の労働力不足による「大隅J賃金上昇が，省

力化=機械や装置の自動化による労働の単調化をおしすすめ企業砂漠|を

もたらし，企業による労働者の「生き甲斐」管理が叫ばれるにいたっている事

実のなかに，乙のことはよく示されている。

とはいえ，これは，労働時間の大幅の短縮や賃金の大幅引上げなどによって

代償されねばならない。この代償によっても償いえないまでに労働の疎外が進

行じたとき，資本主義そのものの存立が，労働する者の大衆的基盤から問われ

るのである。

労働者の横断的な団結を背景とした，生産点における労働者の強力な組織的

な抵抗だけが，労働過程においてすすむ労働状態の悪化を緩和することができ

る。 I生産管理や財務管理の領域に労働者の発言を惨透させている組合機能」

としての熊沢誠氏のいわゆる「査食的組合主義」も，新しい社会の「内容を形

成 Fる」ことができるとしても，そのこと自体は，労働過程における労働状態

の悪化を緩和するものに外なら 9， r職場。主人公になる J~D)ζ とを意味しない。

資本の機能の蚕食によってではなく，資本そのものの存在が否定主れたときに

28) ct Mayo， E.， The品cia{Problems of an lndustn"al Civilization， 1945 
29) 熊沢誠「寡占体制と労働組合」昭和45年.24へ え
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のみ，労働する人間は，賃労働としてではなし生産と労働を自主的に管理す

る職場の主人公となることができる。労働組合機能は，資本を前提としたもの

であり I結果Jとの闘いを行いつつ，新しい社会の生産と労働のあり方を，

生産点において問いつづけ，その重要なー内容をなす差別の撤廃=同じ労働に

たいする同じ支払いを，同一労働同一賃金目実現主目指す闘いを実践してゆか

ねばならない。これは団結と組合民主主義の基礎でもある。労働組合機能が，

所詮，労働状態の悪化，窮之化法則の緩和だということは，労働組合機能の本

質をいいあらわしたものである。

C 産業予備軍の生産と経済循環

資本の内在的衝動であるとともに，競争によって強制される資本による労働

生産力の発展は，資本の技術的構成における労働力(資本価値としては可変資本)

の分量に較べての生産手段〔資本価値としては不変資本〕の分量の増加であり， こ

れを反映して，資本の価値構成における可変資本部分を犠性とする不変資本部

分の脚，すなわち資本の有機的構成 (c~v) の高度化であり，この過程で，
「資本の中位の価値増殖慾にとって過剰な労働者人口をを生産するJ(，資本論」

@ 977へ γ〉。

資本の有機的構成の高度化は，可変資本の相対的減少ではあっても必ずしも

絶対的減少を意味しない。可変資本は相対的に減少しつつ，絶対的には増加す

るのが普通である。産業予備軍は，産業循環の内部で，資本蓄積の時間的・場

所的不均等によって創出さtc，あるいは増大し〔恐慌・停滞の時期)，あるいは減

少(中位の活況から繁栄時にかけての時期Jするが， 繁栄時を除いてはペ 常時存

在していて I沈滞および中位的好況の期間には現役労働者軍を圧迫し，過剰

生産および産撃の期間中は後者の要求を抑制する。だから相対的過剰人口は，

そのうえで労働の需要供給の法則が運動する背景であるυ それは，この法則の

30) 現実的には産業予備軍は繁栄時にも存在するが，これが政収されっくす場合には，蓄積がにぶ
り，再び反E聾される。マルクスが，中位¢価値増殖訴にとって過剰な，相対的過剰人口の生産と
のベた所以である@
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作用範囲を，資本の搾取慾および支配慾に絶対的に適合する限界内に押しこ

めJ(，資本論」③ 989ベ ジ)J，資本の蓄積に照応する貧困の蓄積を条件づけ」

(，資本論」③ 998ページ〕労使の対抗を発展させるのである。

(3) 労働市場と賃金法IIIJ(労働力の市場価値と市場価格〕

賃労働は，複雑度を異にし3九具体的(有用〉労働を異にする諸賃労働の階層

構造として存在L，これに対応して，労働市場は，複雑度を同じくし，具体的

(有用〕労働を同じくする労働力グループごとの諸労働市場と Lて存在する問。

完全競争を前提する論理次元己は，具体的労働の違いをこえて，複雑度を同じ

くする諸労働力の価値は同じであるく熟練度別標準賃金〉。したがって，賃金の一

般理論にとって必要なことは，複雑度を同じ〈し，具体的労働を同じ〈する賃

労働の同一労働市場で成立する労働力の単一価格職種別標準賃金とそれを規

制する労働力の価値(市場価値〉を明らかにすることである。すなわち，競争

が，さしあたりー(生産〉部面で，諸商品の相異る個別的諸価値から一つの同

等な市場価値および市場価格を成立させるJ(，資本論J@ 271ベージ〉のと同様

に，同一労働市場で競争する個別的価値のそれぞれ具る賃労働者聞に同ーの市

場価値と市場価格を成立吉せるメカニズムを明らかにすることである。

自動的機械体系の発展は，筋力中熟練や技能を機械で代置し，作業行程を分

解して，個々の労働を単純化し，熟練労働を低熟練・不熟練労働によって代置

し， 具体的労働の違いをこえて， その相互転換の可能性とその範囲を， 職務

問・職種間・業種間・産業間にわたって拡大し，労働市場単一化の条件をつく

り出す。したがって産業・業種・職種・職務などへの賃労働の編成は不断の変

動と再編をくりかえし，労働市場も不断に変動し，労働生産力の発展に伴って，

31) 熱蹄・技能の青成費の犬小簡単(不熟捕〉労働力は育成費をほとんど必要とLないu 熱諒度
と技能庄は一致するとはかぎらず，また熟練と不熟練の区別も，単なる幻岬に基づνたり，すで
に婁在しな〈なっていて，たんに缶統的閏行のうちにのみ存続するなど，偶然、的な事情が大きい
役割を演ずるが(，賢本論J ② 359へ ジ〕論理段惜では，熟練を技能度をあらわすものと想
定してよい，
33) 主として.こ札は業種に規定された職種別・熟蔚度別の哲働市場であり，ここで成立する賃金
は璃樋重別熟轄別標準賞金である.
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労働力の市場価値も低下するが，その労働市場変動を通じて労働力の市場価値

が，より低い新しい市場価値に移行する過程は 1各生産部面にわたる平均的

生産条件の破壊と再平均化として，平均→撹乱→再平均化の過程として進行す

る」問。これは 般商品の市場価値低下の場合と同じである。

ところで賃金は一定労働時間の労働の結果として支払われ，労働力の価値ま

たは価格は労働の価格に転形する。賃金は多様な諸形態をとるが，支配的な基

本形態は時間賃金と個数賃金である。労働の生産力が資本の生産力に転化し，

「労働力の価梅が賃金という転化形態で現象するから，反対極には剰余価値が

利潤という転化形態で現象するJ(1資本論」③ 8Gベ ジ〕。 そして同一労働市

場で成立する賃金を規制するものが労働力の市場価値であり，賃金の変動をも

たらすものが，労働力の需給の変動であり，これを規制するものが相対的過剰

人口〔産業予備軍〉の法則である「

同一労働市場内聞で，時間賃率ないしその転化形態たる個数賃令率として成

立する賃金を規制する労働力の市場価値はいかにしてきまるか。経済循環の内

部で成立する労働市場へは，産業予備軍の大なり少なりの生産〔その程度は各種

労働市場で異り，不熱諌労働市場でもゥとも多い〉による賃金の労働力の価値t(下へ

の低下と労働力の価値分割が行われ(これは賃労働の現実的競争論に属す)， 不熟

練労働市場には成年男子労働者と並んで，これと個別的価値の異る婦人や未成

熟労働者が，熟練労働市場には，主として育成費のより少い男子労働者が登場

してくる。

33) 菊池光造 1-'砦係経済分析の基醒浬論J，r岡山大苧経済学会雑誌」第2巻第2号.
34) とれまでの記述から明らかなごとく「昔働市場の内容は，資本蓄積の敵対的法則に規定され，
労資対抗につらぬかれた骨働力の需給構造」であり，変動のなかで形成される現実的な同一労働
市場の範囲は「代替可能な諾骨働力グループにわたって，需給構造が，との範囲までを同ーの価
格決定機構のなかに組入れるかによってきまる」のである(菊池光造「賃労働の経済理論J，岸7本
英太郎踊「弾働組合の組織と機能」ミネルヴァ書房刊，昭和41年所収， 61および66へージλこの
ことを理解できないものは，技術や競争だけから，同一労働市場申形成や賃金労働条件目標準化
をみちびき出し，資本がその利益のために，労輯市場の統一化と同時に分断化をすすめ，世働組
合がこれに抗して，労働市場の抗ー化と賃金労働条件の標準化に果す役割=機能を軽視する〈生
産力説λ こ白立場に立つものは，労働市場を曹資対抗につらぬかれた労働力の需給構造とみる
私たちを，勢力説と批判し，あるいは競争のもつ賃金揮準化を否定するものと誤断するu



賃労働一般の理論 (97)田

この場合，当該労働力の市場価値は，当該労働市場での大量を占める労働力

の個別的価値であり唱普通噌成年男子労働力の平均同値である。との場合，市

場価値は価値に等しい。なお婦人や未成熟労働力，あるいは平均以下の育成費

の労働力が労働力需要の大半を満し，その個別的価値によって賃金が規制され

ても，労働力需要が満しうる場合にのみ，婦人労働力や未成熟労働力や平均以

下の育成費の労働力の個別的価値が市場価値を規制する。したがって，労働力

の市場価値は，一般に限界原理によづて，すなわち，婦人や未成熟労働力の個

別的価値によって規制されるのではない。特定職種の労働力が婦人や未成熟労

働力で満しうる場合にのみ， これは資本による労働市場の分断という形を

とるが一一ーその個別的価値が市場価値を規制する。だがこれを扱うことは賃労

働の特妹担論の課題であり，ここでの問題ではない。

普通商品の場合，市場価値は特殊の場合を除いて，価値でもあり，市場価格

変動の中心として市場価格を規制する。労働力の場合はどうか。産業予備軍が

吸収されつくす繁栄期においてのみ，賃金は労働力の価値と一致する。産業循

環の繁栄期を除けば，賃金は労働力の価値以下に低下する。資本制的蓄積は，

資本の中位の価値増殖慾にとって過剰な産業予備軍を生産するからである o そ

うだとすれば.賃金変動の中心とじてとわを規制するものはp 労働力の価値以

下の市場価値酷であるといってよいであろう n それは経済循環内部で変動する

賃金の平均=平均賃金にほぼ等しいとみてよい。

「概して云えば，賃金り 般fl'jo軍動は，もっぱら，産業循環の週期的変動に照応す

る産業予備軍の膨脹および収縮によって調整されている。だからそれは， ・労働者

階級が現役軍と予備軍とに分裂する比率の変動によって，過剰人口の相対的大きさり

増減によって，過剰人口が時には吸収きれ時には再び遊離される程度によって規定さ

35) 昔働力の市場価値は，普通商品の市場価値が(平均〕価値から離れる「異常な組合せ」の場合
の異常に相当し (r資本論'J@268ベ ジ)， これが常態化しているのである。繁栄期を除いて，
皆働力商品は過剰な商品であり，普働力の価値以下の賃金でも，労働力は委縮することなしそ
の供給は十分行われ，骨働力需要が満たされるからである。繁栄期においてのみ，成年男子標準
世帯の正常的生活費(骨働力の価値)が市場価値を調整する。なお，農産物商品についていえ
ば，最劣等地で生産きれる農産物の個別価値が市場価値を規定し，市場価値は，労働力商品の場
合とは逆に，価値より高い。市場価値と価値が一般的に一致するのは，一般商品だけである@
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れているj(r資本論」④ 987ベージ〉。

かくて「産業予備軍をたえず蓄積の範囲および精力と均衡させる法則Jが，

「労働者を資本に釘づけにしj，r資本の蓄積に照応する貧困の蓄積を条件づけ

るj (r資本論」③ 998へージ〕のである。

以上から導かれる賃労働一般の理論は，窮乏化法則〈生産=労働illl程における

労働状態の悪化，労働り不安定住および失業と賃金が労働力の価値以下に低下する貧困

化)とこれに基因する労資対抗発展の法則であると要約することができるであ

ろう。これを踏まえてはじめて，賃労働り持殊理論が明らかにされ，現実の賃

労働に理論的に一歩接近することができるといってよ"0
賃労働一般の理論を賃労働の現実的競争としての現実に一歩接近させるため

には，歴史的・段階的契機を導入することが必要である。 i如何なる慣習や生

活要求をもって，向由労働者の階級が形成されたかJcr資本論」③ 321ベージ〕
は労働力の価値や労働組合に大きく影響するし，向由競争の段階にも存在する

手工業やマユュファクチュアや家内労働などの，大工業による変革によって生

ずる産業予備軍の創出は，資本の蓄積法則によって生産される産業予備軍を補

充し，拡大するし，さらに重要なことは，生産の集積集中による独占の成立は，

平均利潤の法則を独占利潤の法則に転化させ，賃労働に絶大な影響を与えるか

らである。すなわち賃労働一般の理論は，自由競争=産業資本主義段階，古典

的独占資本主義段階およびその現代資本主義的形態としての国家の有効需要政

策〔ケインズ的完全雇用政策)=国家独占資本主義段階にそれぞれ論理的段階的に

一歩づっ具体化されねばならないのである (10.28) (未定)。


